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小名浜港

福 島 県

小名浜港 国際バルク戦略港湾(石炭)に選定!!特定貨物輸入拠点港湾に指定!!!

0.0% 6.4% 10.8% 19.4% 27.6%
56.6%

77.7% 86.8% 92.9%

0%
25%
50%
75%

100%

H22.7 H24.3 H24.11 H25.1 H25.3 H26.3 H26.10 H27.3 H27.10

N.H.H.W.L DL+1.680
上　部　工

裏　込　石

ケーソン(10.0B×8.0H)

-7.40

-4.00(暫定時天端高)

1
:2

.5

1
 :

 2
1
:4
/
3

1
:1
. 2

防砂板 t=5mm

-3.00

1
: 1

. 2

3号ふ頭部　橋長220m 航路部　橋長510m 東港部　橋長197m
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施工者からの一言（清水・東亜・川田特定建設工事共同企業体 主任技術者 末松竜哉）

現在、主桁が延びてきて航路上空で作業を行っており、航行船舶の安全には細心の注意を払
いながら施工を進めております。また、当工事用台船の航行は一般船舶の航行を最優先とし
て、船舶災害防止に努めています。
小名浜港内の航行船舶の情報を港湾関係者に共有するために、バース会議を開催し航行船舶

の入出港予定と工事用船舶の配置図を、関係諸官庁とその他関連会社に連絡しております。
時々問い合わせがあるため、皆さん関心を持っておられるのかなと感じております。おかげさまで工事の

方も先が見えてきましたが、安全を最優先とし、最後までやりとげようと思います。

コンクリート打設風景：平成27年9月撮影

台船①
作業台として、ポンプ車と
ミキサー車を載せている。

台船②
ミキサー車を載せ、陸と現場
を往復している。

施工済
88.5％

残り
11.5％

工 事 進 捗 率

(H27.11.14時点)

・施 工 者 ：清水・東亜・川田特定建設工事共同企業体
・工 期：平成２５年９月５日～平成２８年３月３１日
・工事内容：航路部東港側の上部工を造っています。

RC橋脚(P9)1基、PC片持箱桁(P7～P8)約250m、
主塔工1式、斜材工1式、橋梁付属物工1式
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■場所打ち杭（全周回転式オールケーシング工法）

平成２７年１１月２８日(土)am10:30～、みなとオアシスにある「いわき・ら・ら・ミュウ」では
クリスマスツリーの点灯式が行われます。当日は、かわいい園児さん達による合唱の披露とクリスマ
スツリーの飾り付けなどが行われる予定です。

■工事写真

機械によって掘削した孔の中に、鉄筋コンクリートの杭を造るものです。施工方法は、地盤条件および周辺環境
（橋の近くにある建物に影響を与えない）を考慮して全周回転式オールケーシング工法を採用しました。橋をしっか
りと支えるため、杭は支持層まで到達しています。（長さは３０～６０ｍ）

場所打ち杭とは…
１９８０年頃にフランスで開

発されたのが始まりで、その
後、各国で新たな技術が開発さ
れて発展してきました。
近年では構造物の大型化、施

工地盤の多様化に伴い種々の工
夫が加えられ、さらに適用範囲
が広がってきています。
今後も低振動低騒音の工法と

して、市街地を中心に広く適用
されると思われます。

ハンマグラブを使った掘削 鉄筋の建て込み

ケーシング ハンマグラブ

鉄筋

平成２２年７月～平成２３年３月にかけて行われた３号ふ頭基礎工の施工について紹介します。
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推定支持層線

■施工フロー

支持層とは…

橋の重さに耐える強さを持つ固い地盤または地層
をいいます。
橋が沈んだり傾いたりしないよう、支持層の上に

しっかりと基礎を造ることが重要です。そのため、
設計する前に地盤調査を行い、支持層となる地盤が
地中のどのくらいの深さにあるのか確認します。

基礎工：土の中で橋を
支えている箇所

完成したコンクリート杭

掘削機

① ② ③ ④ ⑤
掘削機

ケーシング

ハンマグラブ
チゼル 鉄筋

トレミー管

①位置を確認後、掘
削機とケーシング(鋼
製の筒)をセットしま
す。

②ケーシングを地盤に回転させながら
押し込み、その中の土をハンマグラブ
で掘削します。(UFOキャッチャーの
ように土を掴み取ります。)

④支持層まで掘ったことを確認し
た後、地上で組み立てた鉄筋を孔
の中に入れ、トレミー管を使って
コンクリートを流し入れます。

③ケーシングの先端にはカッターが
付いており、大きな石も切りながら
掘り進みます。また、必要に応じて
チゼル(鉄の棒)を使って砕きます。

⑤トレミー管とケーシングを
徐々に引き上げながら所定の
高さまでコンクリートを流し
入れ、杭が出来上がります。

コンクリート


